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本ガイドの背景と目的

3

日本を訪れる外国人旅行者数は年々増加しており、東京オリンピック・パラリンピックを控えるな
か、多様な食習慣を有する訪日客の受入環境に関して更なる整備・改善が求められています。

中でもベジタリアン・ヴィーガン（以下「ベジタリアン等」）については、その類型が多岐にわたるこ
とから、受入側の飲食事業者等を中心に基礎知識、対応方法等が十分でない可能性があります。

以上のような状況を背景に、観光庁は①外国人のベジタリアン等を対象としたアンケート調査を
実施し、ベジタリアン等の海外旅行での行動特性や日本での経験の把握を試みました。また、②
先行して外国人ベジタリアン等の受け入れを実施している国内の飲食店等の調査を行い、具体的
な取り組みに関する知見を収集しました。

本「対応ガイド」では、①②で得られた情報を飲食事業者等の関係者の方々と共有することで、
飲食店等において多様な食習慣を有する外国人旅行者の受入態勢を強化し、全ての外国人に
とって日本がより魅力的な場所になることを目的としております。ベジタリアン等の受入態勢を整え
るにあたり、本ガイドがその一助となれば幸いです。

令和2年4月
観光庁参事官（外客受入担当）
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基本情報：背景、類型と食事制限

5

ベジタリアンやヴィーガンは様々な背景・目的（宗教、動物愛護、環境保護、健康志向など）を持っ
ており、ヴィーガン、ラクト・オボ・ベジタリアンなど複数の類型があります。

出所：各種公開情報

大分類 小分類 食事上の制限 その他制限、特筆事項など

赤身
肉

白身
肉

魚介
類

乳製
品

卵 その他

ベジタリアン・
ヴィーガン
（「ベジタリア
ン等」）
（※）

ヴィーガン
× × × × ×

蜂蜜、ゼラチンなど、動
物由来成分全般、昆虫

• シルク、毛皮、ウールなど、
動物由来のものを非着用

ラクト・
ベジタリアン × × × ○ × -

• インドなど、一部地域で最
も一般的なベジタリアン

オボ・
ベジタリアン × × × × ○ -

• -

ラクト・オボ・
ベジタリアン × × × ○ ○ -

• 欧米などで最も一般的な
ベジタリアン

セミ・
ベジタリアン

ペスカタリアン
× × ○ ○ ○ -

• 健康維持・増進を目的と
する場合が多い

ポロタリアン
× ○ △ △ △ -

• 同上、魚や乳製品、卵を
食する場合も有り

※台湾に多いオリエンタル・ヴィーガン、オリエンタル・ベジタリアンは、仏教の思想に基づき、
匂いの強い五葷（ニンニク、ニラ、ラッキョウ、ネギ、アサツキ）も食べないベジタリアン等の一種

ベジタリアン等
の分類

宗教の信条：
仏教、ヒンドゥー教など、

宗教上の規定

動物愛護：
動物の権利の保護など

に対する要求

環境保護：
畜産のための森林破壊

などを防止

健康維持・増進：
摂取カロリーの調整、
脂肪の少ない食事など

ベジタリアン等
の主要な背景

ベジタリアン等の背景と分類



基本情報：ベジタリアン等の世界人口推移

6

主要100ヶ国・地域におけるベジタリアン等の人口は、欧米諸国を中心に毎年約1%近くの増加傾
向にあり、2018年には約6.3億人に達しています。

1) ユーロモニターインターナショナルに総人口及びベジタリアン等人口に関するデータが存在する100ヶ国・地域、世界人口の約90%をカバー
出所：ユーロモニターインターナショナル

495
(79%)

45 (7%)

47 (8%)

608

1998 2003

588

14 (3%)

アメリカ（中南米含む）

446
(85%)

21 (4%)
アフリカ

2008

16 (3%)

30 (6%)

2013

527

11 (2%)

625

アジア

ヨーロッパ

中近東、オセアニア、
その他

27 (4%)

2018

544

+0.9%

※本統計のベジタリアンの定義：ベジタリアンは肉類、家禽類及び魚介類を食べない、ないしは食べることを信条としない人で、
人によっては卵やチーズなど動物由来のものも摂取せず、基本的に野菜、フルーツ、ナッツや穀物などをメインの食事とします。

2.3%

年平均増加率
(1998-2018)

ベジタリアン等人口の推移（主要100ヶ国・地域1)、単位：百万人）

3.9%

0.5%

2.6%

-1.1%



基本情報：国・地域別ベジタリアン等比率

7

訪日旅行者数の上位20ヶ国について、国・地域別にベジタリアン等の人口比率を見ると、インド
が1位で突出して高く、2位が台湾。3位以下は欧米豪諸国が多くなっています。

訪日旅行者数上位20の国・地域1)の国・地域別ベジタリアン等比率（2018年）
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アジア

ヨーロッパ

アメリカ（中南米含む）

日本（参考）

1) 統計データの存在しないマカオを除く上位20の国・地域
出所：ユーロモニターインターナショナルによる総人口及びベジタリアン等人口を用い、集計



基本情報：訪日ベジタリアン等旅行者数の推計
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各種データベース及び公開情報などを用いて試算すると、訪日ベジタリアン等旅行者は145~190

万人/年程度、飲食費は約450-600億円/年程度の規模と推計されます。

国・地域別推計訪日ベジタリアン等旅行者総数とランキング（推計値、単位：万人）（2018年）1)

1) ベジタリアン等人口比率に関しては、各種公開情報の数値、またはユーロモニターインターナショナルによるベジタリアン等人口を総人
口で除したものを利用。それにJNTOによる訪日外国人旅行者数を乗じて、国・地域別の訪日ベジタリアン等旅行者数を推計
出所：JNTO、各種公開情報、ユーロモニターインターナショナル

ランキング（上位20ヶ国・地域） 総数、推計年間飲食費

# 国・地域 推計値（万人） 構成比率
1 台湾 64 39%

2 中国 33 20%

3 韓国 17 10%

4 米国 8.4 5.0%

5 香港 6.6 4.0%

6 タイ 5.1 3.1%

7 インド 4.4 2.6%

8 豪州 3.7 2.2%

9 英国 3.2 1.9%

10 カナダ 3.1 1.9%

11 シンガポール 3.0 1.8%

12 フィリピン 2.6 1.5%

13 ドイツ 2.2 1.3%

14 マレーシア 1.8 1.1%

15 インドネシア 1.3 0.8%

16 フランス 1.3 0.8%

17 イタリア 1.1 0.6%

18 スウェーデン 0.6 0.4%

19 スイス 0.6 0.4%

20 イスラエル 0.5 0.3%

- その他 3.5 2.1%

総数
（推計値）

飲食費
（推計値）

• 総数：
約167万人（約145万人～190万人）

• 構成比率：
2018年の全訪日旅行者（約3,119万人）の
約4.6~6.1%

• 推計年間飲食費：
約450~600億円
（訪日旅行者の飲食費、約9,783億円の
4.6~6.1%を占めると仮定した場合の試
算）
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海外旅行での行動特性：飲食店選定 1/4

10

103 (45%)102 (45%)

116 (51%)

ベジタリアン等
対応店であること

23
(10%)

41 (18%) 71 (31%)
ベジタリアン等

専門店であること
228

228

22 (55%)11 (28%)

21 (53%)

7 (18%)
ベジタリアン等

専門店であること

2 (5%)

17 (43%)
ベジタリアン等

対応店であること

そうでなければ
入店しない

そうでなくても
入店する場合がある

そうでなくても
入店する

40

40

概してヴィーガンの方が専門店、
対応店であることを強く望む傾向が強い

全体

ヴィー
ガン

海外旅行にて飲食店等を選定する際、「ベジタリアン等の専門店1)でなければ入店しない」と回答
したのは約2割に留まりますが、「対応店2)でなければ入店しない」と回答したのは約5割で、
ヴィーガンでは更に傾向が強まります。

設問：海外旅行時の飲食店等選定の際、以下の要素がどの程度重要か教えてください

1) ベジタリアン等に対応している食事のみを提供している飲食店を指す
2) ベジタリアン等に対応していない食事の他に、対応している食事も提供している飲食店を指す
出所：外国人ベジタリアン等に対するウェブアンケート調査



海外旅行での行動特性：飲食店選定 2/4

11

そうでなくても
入店する場合がある

そうでなければ
入店しない

140 (61%)74 (32%)
14

(6%)
使用する食材が

メニューに明記されていること

そうでなくても
入店する

228

73 (32%)
食材変更リクエストに

柔軟であること

そうでなくても
入店する場合がある

そうでなければ
入店しない

137 (60%) 228

そうでなくても
入店する

18
(8%)

約3割の回答者が「使用する食材がメニューに明記されていないと入店しない」、「食材変更リクエ
ストに柔軟でないと入店しない」と回答しています。

設問：海外旅行時の飲食店等選定の際、以下の要素がどの程度重要か教えてください

出所：外国人ベジタリアン等に対するウェブアンケート調査



海外旅行での行動特性：飲食店選定 3/4

12

122 (54%)

63 (28%)38 (17%)

140 (61%)71 (31%)
ベジタリアン等のサインが

表示されていること

17 (7%)

127 (56%)
関係団体に認証されているサインが

使用されていること

38 (17%) 68 (30%)
公的機関に認証されているサインが

使用されていること

228

228

228

7 (18%)13 (33%)

2 (5%)

16 (40%)

20 (50%)

22 (55%)
ベジタリアン等のサインが

表示されていること

関係団体に認証されているサインが
使用されていること

12 (30%)

そうでなければ
入店しない

16 (40%) 12 (30%) 40
公的機関に認証されているサインが

使用されていること

そうでなくても
入店する場合がある

そうでなくても
入店する

40

40

認証、非認証問わず、概してヴィーガンの方が
サインを希望する割合が高い

「ベジタリアン等のサインが表示されていないと入店しない」と回答したのは全体で約3割ですが、
関係団体や公的機関による認証を求める割合はそれより低くなっています。

設問：海外旅行時の飲食店等選定の際、以下の要素がどの程度重要か教えてください

出所：外国人ベジタリアン等に対するウェブアンケート調査

全体

ヴィー
ガン



海外旅行での行動特性：飲食店選定 4/4

13

47 (21%)

使用する食材、原材料に、
製造過程含めてコンタミネーションがないこと

109 (48%) 72 (32%)
非ベジタリアン等の食事用とは別の

キッチンや調理器具が使用されていること

93 (41%)
34

(15%)
101 (44%)

228

228

16 (40%)20 (50%)

13 (33%) 17 (43%) 10 (25%)
非ベジタリアン等の食事用とは別の

キッチンや調理器具が使用されていること

使用する食材、原材料に、
製造過程含めてコンタミネーションがないこと

4
(10%)

そうでなければ
入店しない

そうでなくても
入店する場合がある

40

そうでなくても
入店する

40

概してヴィーガンの方が、
コンタミネーションに関する懸念が強い

「キッチンや調理器具の分離がされていないと入店しない」と回答したのは約2割ですが、「使用す

る食材、原材料が製造過程含めてコンタミネーション（※）がないことが確認できないと入店しない」
と回答したのは約4割です。
設問：海外旅行時の飲食店等選定の際、以下の要素がどの程度重要か教えてください

出所：外国人ベジタリアン等に対するウェブアンケート調査

全体

ヴィー
ガン

※食品の製造過程において、原材料としては使用していないにも関わらず、特定の原材料等（ベジタリアン等の場合は動物性の食品など）が意図
せずして最終加工食品に混入してしまうことをコンタミネーションと呼称します。



日本での経験：満足度と食事制限を緩めた頻度

大変不満

15 (21%) 41 (58%) 14 (20%)

満足

1 (1%)

大変満足

日本での満足度

不満

71

4食以上

36 (51%)8 (11%)
4

(6%)

1食以下

21 (30%)
日本で食事の基準を

緩めた頻度（1日当たり）

3食以下 2食以下 緩めなかった

71

35 (49%)

51 (22%) 177 (78%)

緩めない

参考：海外旅行時、
食事の基準を緩めるか

緩める

228

56 (79%)

日本のベジタリアン等への対応に対する満足度は概ね高い一方で、旅行先でベジタリアン等とし
ての食事の基準を緩めた回答者の割合は他の海外旅行に比べて高く、留意が必要です。

設問：日本のベジタリアン等への対応への満足度と、食事制限の基準を緩めた頻度を教えてください

出所：外国人ベジタリアン等に対するウェブアンケート調査

14

訪日
旅行時

（訪日含む）
一般的な
海外旅行時

2 (3%)



日本での経験：食べたいと考えていたもの&食べたもの

15

24 (34%)

ラーメン

うどん

1 (1%)

みそ汁

16 (23%)

そば

その他

寿司

おにぎり

お好み焼き

天ぷら

精進料理

カレーライス

餃子

和菓子

27 (38%)

しゃぶしゃぶ

日本食に興味無し4 (6%)

40 (56%)

26 (37%)

25 (35%)

25 (35%)

24 (34%)

23 (32%)

19 (27%)

15 (21%)

14 (20%)

13 (18%)

37 (52%)

33 (46%)

25 (35%)

15 (21%)

26 (37%)

18 (25%)

20 (28%)

21 (30%)

16 (23%)

19 (27%)

10 (14%)

10 (14%)

10 (14%)

1 (1%)

4 (6%)

食べたいと考えていたもの 実際に食べたもの

設問：訪日の際に食べたいと考えていたものと、実際に食べたものを教えてください (複数選択、N=71)

「食べたいと考えていたもの」と「実際に食べたもの」を比較した場合、ラーメン、寿司、そば、天ぷ
らなどといった日本の食事を食べることを諦めたベジタリアン等が多いことが分かります。

出所：外国人ベジタリアン等に対するウェブアンケート調査

食べたいと思っていた回答者の数より、
実際に食べた回答者の数が少ない食べ物
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17

対応の度合い及び表示方法

Step 

3

•ベジタリアン等メニューに関
して、コンタミネーションを
完全に排除（キッチンや調
理器具を分離）する

Step 

2

•ベジタリアン等対応の新規
、専門メニューを考案する

•オンメニュー（通常メニュー
）で提供する

Step 

1

•既存メニューをそのまま、な
いしは一部の食材の変更し
たり、抜くなどの対応を行い
提供する

Step 

0

•ベジタリアン等の類型、食
事制限やニーズなどを正し
く理解する

ベジタリアン等対応：対応の方向性

対応の度合い 表示方法

認証
マーク

•日本ベジタリアン協会によ
る「JPVSレストラン認定」
や、ベジプロジェクトジャパ
ンによる「ヴィーガンベジ
タリアン対応 Mark」などを
活用する

マーク
・

イメー
ジ

•店舗独自の“Vマーク”（対
応マーク）などを使用する

•肉、魚、卵、乳製品などを
イメージで表示し、○×な
どで使用不使用を視覚的
に表現する

記述・
口頭

•メニュー内にベジタリアン
等対応を文字で明記する

•問い合わせに対して口頭
で説明する

情報発信 (PR)

オンライン オンライン以外

• （例）自社HPにて、
ベジタリアン等対
応であることを明
記する

• （例）Instagram、
Facebookなどへ
の投稿で対応をア
ピールする

• （例）HappyCow

などのベジタリア
ン等専用の口コミ
サイトや、一般口
コミサイト、
Google Mapsな
どに店舗情報を掲
載する

• （例）店頭に看板
を設置するなどし、
ベジタリアン等に
対応できているこ
とをアピールする

• （例）店舗内外で
の料理教室の開
催などによりPR

する

• （例）近隣のホテ
ルとの連携を強化
する

• （例）海外の料理
学校での講演や
日本食フェアへの
出展などでPRす
る

取り組みの全体像と具体的な内容

ベジタリアン等の受入強化に向けた飲食事業者等の取り組みとしては、以下のような全体像と具
体的な取り組みが考えられます。

対
応
の
難
易
度

易

難

対
応
の
難
易
度

易

難

A B

C



ベジタリアン等対応：店内対応の詳細と優先度
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ベジタリアン等への対応の第一歩としては、まず基礎知識を獲得し、既存メニューを活用した対応
メニューを提供し、メニュー内に明記することから始めましょう。

対応の度合い及び表示方法の詳細と優先度

Step 

3

•ベジタリアン等メニュ
ーに関して、コンタミ
を完全に排除
（キッチンや調理器具
を分離）する

Step 

2

•ベジタリアン等対応
の新規、専門メニュー
を考案する

•オンメニュー（通常メ
ニュー）で提供する

Step 

1

•既存メニューをそのま
ま、ないしは一部の
食材の変更したり、
抜くなどの対応を行
い提供する

Step 

0

•ベジタリアン等の類
型、食事制限やニー
ズなどを正しく理解す
る

対応の度合い 表示方法

認証
マーク

•日本ベジタリアン協
会による「JPVSレス
トラン認定」や、ベジ
プロジェクトジャパン
による「ヴィーガン ベ
ジタリアン対応 Mark

」などを活用する

マーク・
イメー
ジ

• “Vマーク”（対応マー
ク）などを使用する

•肉、魚、卵、乳製品
などをイメージで表
示し、○×などで使
用不使用を視覚的に
表現する

記述・
口頭

•メニュー内にベジタリ
アン等対応を文字で
明記する

•問い合わせに対して
口頭で説明する

高 中 低

対応の優先度：

対
応
の
難
易
度

易

難

対
応
の
難
易
度

易

難

• ベジタリアン等についての基礎
知識を得て、既存メニューを活
用した対応を実施する

– 45%のベジタリアン等が、
「対応店でないと入店しな
い」、と回答しました

– また、32%が、「食材変更の
リクエストに柔軟でないと入
店しない」、と回答していま
す

• 需要がある程度予測できる場
合などは、専用メニューをオン
メニュー（通常メニュー）で提供
することも検討してください

• キッチンや調理器具の分離は、
基本的に専門店でない限り不
要です

– 「キッチンや調理器具が分
離されていないと入店しな
い」、と回答したのは、21%

でした

• 口頭での説明が可能なことや、
メニューに対応可能と記載する
ことが第一歩です

• また、マークやイメージを活用
し、ベジタリアン等対応を明示
的に表示できると、集客の強
化に繋がります

– 32%のベジタリアン等が、
「使用する食材がメニューに
明記されていないと入店し
ない」、と回答しています

– また、31%が、「ベジタリアン
等のサインが表示されてい
ないと入店しない」、と回答
しました

• 認証マークを取得する必要が
ある場合は、関係団体にコンタ
クトしてください

– 「関係団体や公的機関に認
証されたサインを使用して
いないと入店しない」、と回
答したのは、17%でした

A B



ベジタリアン等対応：情報収集媒体の一覧

1) https://fooddiversity.today/wp-content/uploads/2019/08/1101c05d0efc7109d075aabe6f83cf25.pdf 

2) 2020年2月28日時点 3) 本資料のp.41-42を参照
出所：各種公開情報
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大分類 小分類 メディア名 メディア概要
日本語
対応

地図アプリ
•Google 

Maps

• 検索項目に「Tokyo vegetarian restaurants」などと入力すると、近隣
の対象店舗をマップ上に表示 ○

口コミサイト

ベジタリアン
等専門

•HappyCow • 1999年開設の、ベジタリアン等専門・対応レストランの口コミサイト
‒ 世界の飲食店が対象、日本は2,317店舗2)の情報を掲載

• ベジタリアン等対応の宿泊施設に関する情報も掲載
×

•Vegewel • 株式会社フレンバシーが運営するベジタリアン等対応レストランの口コ
ミサイト
‒ 日本の飲食店のみが対象、1,432店舗2)の情報を掲載

○

一般

•TripAdvisor • 世界各地の宿泊施設、レストラン、アクティビティや航空券を予約でき
るプラットフォームサイト

• 飲食店はベジタリアン等対応でソート可能
‒ 「東京」の「ベジタリアン・野菜料理」は448軒2)がヒット

○

•Yelp • 世界各地の飲食店にフォーカスした口コミサイト
• 飲食店はベジタリアン等でソート可能

‒ 例えば、「東京」の「Vegetarian」は166軒2)がヒット
×

SNS

•Facebook • 東京には“Tokyo Vegan/Vegetarian Club”という公開グループが存在
‒ 12,279人2)のメンバーが存在、ベジタリアン等の食事などに関する
情報交換が活発

• 大阪には「大阪市にあるベジタリアン・ビーガン料理」という特集ページ
が存在（113店舗2)が掲載）

×

その他
•個人のブログ
•YouTubeなど

• ベジタリアン等の個人による情報発信が、ブログや動画共有サイトな
どで活発 -

ベジタリアン等への対応が可能になったら、口コミサイトなどへ店舗情報を掲載し、PRすることが
大切です。

ベジタリアン等が参考にする情報収集媒体一覧

•また、外国人利用者
数が多い口コミサイ
ト（例：HappyCow

等）への掲載が効果
的です

•掲載方法に関しては、
フードダイバーシティ
株式会社などが日
本語で解説記事を
公開1)しています

•Google Mapsを参
照しているベジタリア
ン等が多いです3)

•掲載方法に関しては、
オンラインの解説記
事などを参考に、店
舗情報として「ベジタ
リアン等対応」を明
記します

C
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【Step1】 「都内・天ぷら料理店」の取組事例：基本情報

出所：飲食事業者等へのヒアリング（2020年2月）
21

企業、店舗概要 ベジタリアン等対応メニュー（抜粋）

基本情報

店名 • （匿名希望）

オープン年 • （匿名希望）

展開地域、
店舗数

• （匿名希望）

提供商品の
ジャンル

•天ぷら料理

外国人
ベジタリアン等
関連情報

対応開始年 •近年の増加に伴い、本格化

来店状況
（丸の内店）

•外国人来店率は20-30%、その内
10%程度がベジタリアン等

‒ 1ヶ月に3組程度

‒ 欧米系外国人が多い

‒ ヴィーガンは2019年に初めて来
店、2020年2月までで合計5組
程度

利用シーン
•日本人による接待、アテンドがメイ
ン

• ベジタリアン等対応メニューは、オンメニュー（通常メ
ニュー）での提供はなく、個別に対応

– 基本的に既存のメニューをベースに、動物性の魚介類
を季節の野菜に変更し、提供している

– 肉類の提供はほぼ無い

「都内・天ぷら料理店」は戦前の創業、天ぷら料理を国内外で提供しています。丸の内の店舗で
はビジネス利用を中心に1ヶ月に3組程度ベジタリアン等の来店があり、個別の対応を実施してい
ます。

野菜天ぷらの例



【Step1】 「都内・天ぷら料理店」の取組事例：対応の概要

出所：飲食事業者等へのヒアリング（2020年2月）、各種公開情報
22

対応メニュー及び表示方法

対応の度合い 表示方法

情報発信 (PR)

オンライン オンライン以外

• 基本的にベジタリアン等への対応に関する情報
は発信していない

– 外国人の来店客には、魚介類も含めた日本
の様々な食材を堪能して貰いたいと考えて
いる

• ベジタリアンに対しては、天ぷ
らのころもの卵が問題ないかを
確認し、同じ油で揚げたものを
提供

– 但し、魚介類を野菜に変更
しての提供

• ヴィーガンに対しては、卵を使
わないころもを利用し、専用の
油も準備

– 個室利用の場合、最初に
ヴィーガン対応のものを全
て揚げて提供

– 相席（カウンター）の場合、
裏の調理場で専用の油を用
いて調理し、提供

対応済み 非対応

認証
マーク

• 特に無し

イメージ • 特に無し

記述・
口頭

•電話などでの問い合わせの際
に対応が可能である旨を伝え、
具体的な対応方法に関して説
明

対応済み 一部対応 非対応

Step 3
（コンタミ）

Step 2
（新規
メニュー）

Step 1
（既存メニ
ュー活用）

Step 0

（初期的
理解）

ベジタリアンとヴィーガンで対応の方法を変え、ニーズに合った料理を提供しています。
現状では、ベジタリアン等対応が可能なことをPRしていません。



【Step1】 「都内・天ぷら料理店」の取組事例：魅力、課題

出所：飲食事業者等へのヒアリング（2020年2月）
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ベジタリアン等への対応に取り組むことの
魅力・意義

これからベジタリアン等への対応に取り組む
飲食事業者等へのアドバイス

• 創業以来、お客様の要望に合わせた料理の提供を心掛
けており、ベジタリアン等の食事制限がある方に料理を
提供することは、その方針に沿ったことだと考えていま
す。

• 大切なご接待の場などで、ベジタリアン等のお客様をご
招待される場合があるため、同席されたすべての方が
ご満足頂ける対応を行うことが重要だと考えています。

‒ 個別の対応力が対面調理の利点であり、おもてなし
の心だと考えています。

• ベジタリアンの方は、非ベジタリアンの方と同じ油・ころも
で問題ない場合が多いため、比較的対応し易いです。

• 一方で、ヴィーガンの方への対応は複雑。店舗側の負
担を軽減したヴィーガンへの対応策をこれから検討して
いきたいです。

• ベジタリアン等のお客様に、ベジタリアン等非対応の食
事を出さないように細心の注意を払う必要があります。

‒ 一度に多くのお客様が入られた場合などは特に注
意が必要です。

丸の内店
担当者

個別の対応力が対面調理の利点であり、おもてなしの心だと考えています。提供の際は、ベジタ
リアン等のお客様に対応していない料理を出さないよう、注意が必要です。



【Step2】 「Mr. Farmer」の取組事例：基本情報

• ランチ、ディナー共に共通メニューを提供

– ヴィーガンメニューは全体の約半分を占め、タコライス
やロコモコ、アボカドバーガーやグリーンカレーなどを
提供

– 非ヴィーガンメニューはサラダとパワープロテインメ
ニューが中心

出所：飲食事業者等へのヒアリング（2020年2月）
24

企業、店舗概要 ベジタリアン等対応メニュー（抜粋）

基本情報

店名 •Mr. Farmer

オープン年
• 2014年に1号店の表参道店をオー
プン

展開地域、
店舗数

•都内を中心に5店舗（表参道、新宿、
駒沢、日比谷、木更津）

提供商品の
ジャンル

•パワープロテインメニュー
•ヴィーガンメニュー

外国人
ベジタリアン等
関連情報

対応開始年 • 2014年

来店状況
（日比谷店）

•外国人の来店率は約10%。ヴィー
ガンはその内約半分の5%程度
‒ 基本的に欧米系が多い

‒ 台湾人を中心としたアジア系は、
観光客に多い印象

利用シーン
•昼は近隣のオフィス勤務の外国人
の来店が多い

•夜は観光客が中心

右側が
ヴィーガンメニュー

（左）ロコモコ

（右）アボカド
バーガー

「Mr. Farmer」は2014年の開店以来、メニューの約半分をヴィーガンメニューとして提供していま
す。日比谷店では全体の約5%が外国人ヴィーガンの来店で、近隣のオフィスに勤務する外国人
のランチ利用が多くなっています。



出所：飲食事業者等へのヒアリング（2020年2月）、各種公開情報
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【Step2】 「Mr. Farmer」の取組事例：対応の概要

対応メニュー及び表示方法

対応の度合い 表示方法

情報発信 (PR)

オンライン オンライン以外

• 公式HPは英語でも
表示可能

– お店のコンセプト
や農家の紹介、メ
ニューの掲載など

– Vegewel、
HappyCow及び
Meat Free 
Mondayへのリン
クを掲載

• （日比谷店では）入居
するミッドタウンのテ
ナント向けのマガジ
ンに、テイクアウトメ
ニューなどを掲載

• ペニンシュラ東京等、
近隣のホテルのコン
シュルジュからの送
客も有り

• 右半分にヴィーガン
メニュー記載のメ
ニューボードを店頭
に設置し、PR

• メニューをヴィーガンと非
ヴィーガンに二分、メインとサ
イド共に豊富なメニューを提供

• テイクアウトメニューでも、
ヴィーガンメニューと非ヴィー
ガンメニューを双方準備
（下イメージ）

• 但し、キッチンは1つしかなく、
ヴィーガンメニューと非ヴィー
ガンメニューでキッチンや調理
器具の分離は行っていない

認証
マーク

• 関係団体等による認証マークに
関しては、強い必要性は感じな
い

イメージ

• 非ヴィーガンメニューも扱ってい
るため、一見してヴィーガンメニ
ューと分かるよう、お店オリジナ
ルの“Vマーク”を表示

記述・
口頭

•ヴィーガンメニューは基本的に
全て「ヴィーガン」を頭に置いた
ネーミングとしている
（「ヴィーガンタコライス」、
「ヴィーガンロコモコ」、など）

Step 3
（コンタミ）

Step 2
（新規
メニュー）

Step 1
（既存メニ
ュー活用）

Step 0

（初期的
理解）

ヴィーガンメニューにはオリジナルの“Vマーク”を掲載して明示的に表示しています。PRは公式
HPのコンテンツを英語でも配信している他、日比谷店ではオフィステナント向けのマガジンにも掲
載しています。

対応済み 非対応対応済み 一部対応 非対応



【Step2】 「Mr. Farmer」の取組事例：魅力、課題

出所：飲食事業者等へのヒアリング（2020年2月）
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東京ミッドタウン
日比谷店 Manager

ベジタリアン等への対応に取り組むことの
魅力・意義

これからベジタリアン等への対応に取り組む
飲食事業者等へのアドバイス

• 外国人のヴィーガンのお客様は、積極的に我々に対し
て「何度も来ている」、「もっと早くこのお店のことを知りた
かった」などとコミュニケーションを取ってくれるので、対
応の手ごたえを直接感じられます。

• 対応開始当初は数品程度だったメニューも、今となって
は倍以上の数を提供しています。海外の専門店視察や
SNSの傾向分析などによってトレンドを把握し、シェフを
集めてメニュー開発を行うことに醍醐味を感じています。

• ヴィーガン料理の中心となる野菜は、気候変動などの外
的要因により価格の変動が大きいため、比較的コストが
安定する非ヴィーガン料理も提供し、ヴィーガンでないリ
ピーターも獲得することで、収益を安定化させるなどの
対策が有効です。

• 今は、オリエンタル・ヴィーガンの対応メニューはオンメ
ニュー（通常メニュー）で提供できていませんが、提供で
きるよう試行中です。提供すれば、更に外国人ヴィーガ
ンのお客様を獲得できると考えております。

ヴィーガンの来店者とのコミュニケーションに醍醐味を感じており、オリエンタル・ヴィーガンなどへ
の対応も前向きに検討しています。店舗形態に関しては、専門店型よりも対応店型を推奨します。



【Step2】 「shojin 宗胡」の取組事例：基本情報

• ランチは「精進出汁を使用した完全精進コース
(Complete Vegan Shojin Course)」及び「精進カレー
セット」がヴィーガン対応（鰹出汁を不使用）

• ディナーは「完全精進コース (Complete Vegan Shojin

Course)」がヴィーガン対応（鰹出汁を不使用）
– Zen: Aperitif、9 Vegan dishes及び2 Desserts

– Sai: 7 Vegan dishes及び2 Desserts

出所：飲食事業者等へのヒアリング（2020年2月）
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企業、店舗概要 ベジタリアン等対応メニュー（抜粋）

右側がComplete 

Vegan Shojin Course

基本情報

店名 • shojin宗胡

オープン年 • 2015年

展開地域、
店舗数

•東京都港区六本木に1店舗

提供商品の
ジャンル

•精進料理

外国人
ベジタリアン等
関連情報

対応開始年 • 2016年頃から本格的な対応開始

来店状況

•全体の約40%が外国人
‒ 欧米系、アジア系など幅広く来
店

‒ 2016年頃から急速に増加傾向

利用シーン

•平日のランチは近隣オフィス勤務
者や、外国人駐在員の配偶者の
集まりなど

•ディナーは接待
•観光客はディナー中心

精進懐石（ランチ）の食事

「宗胡」は港区六本木に1店舗展開しており、2015年の開店以来ヴィーガン対応も可能な精進料
理を提供しています。外国人比率は約40%と高く、利用シーンは観光や接待などが中心です。



出所：飲食事業者等へのヒアリング（2020年2月） 、各種公開情報
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【Step2】 「shojin 宗胡」の取組事例：対応の概要

対応メニュー及び表示方法

対応の度合い 表示方法

情報発信 (PR)

オンライン オンライン以外

• 自社HPでは英語で
もメニューなどを公開

• HappyCowなどの口
コミサイトに掲載あり

• 海外でのPRに積極
的

– 米国、英国、フラ
ンス、ポーランド、
イタリアなど、欧
米諸国を中心に
講演や日本食フェ
アに出展

• 外国人を対象に日本
食の料理教室を不定
期に実施

• ホテルコンシェルジュ
からの送客

• キッチンや調理器具は分離し
ていない

– 但し、コンタミネーションに
関してお客様から懸念を伝
えられたことはない

• 基本的に動物性の食材を一切
使っていない「精進懐石」と、鰹
出汁、卵、乳製品を含む「野菜
懐石」を提供

– 前者に関しては前日までの
予約を必須としていたが、
需要が多いため現在は当
日での提供可能に

認証
マーク

• -

イメージ • -

記述・
口頭

• 「精進懐石」には“Complete 

Vegan”、野菜懐石には
“katsuobushi (bonito) dashi, 

egg and diary are used”と明記

•実際に料理を提供する際は、
オーナーシェフまたはスタッフが
お客様とコミュニケーションを取
り、食事制限などに関して確認

HP（英語版）の目次

Step 3
（コンタミ）

Step 2
（新規
メニュー）

Step 1
（既存メニ
ュー活用）

Step 0

（初期的
理解）

ランチメニュー
（左下が精進懐石）

動物性の食材を用いた野菜懐石の他に、完全菜食（ヴィーガン）対応の精進懐石も提供していま
す。対応メニューはメニューに記述で明記してます。情報発信に関しては、特に海外でのPRを積
極的に行っています。

対応済み 非対応対応済み 一部対応 非対応



【Step2】 「shojin 宗胡」の取組事例：魅力、課題

出所：飲食事業者等へのヒアリング（2020年2月）
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海外のお客様に精進料理の美味しさを知っていただくのが醍醐味です。日本のベジタリアン等対
応料理としての精進料理を、今後更に海外でPRしていきたいと考えています。

オーナーシェフ

ベジタリアン等への対応に取り組むことの
魅力・意義

これからベジタリアン等への対応に取り組む
飲食事業者等へのアドバイス

• 精進料理は命の大切さと食材を無駄にしないことを第一
に考えつつ、作り手の食べる方を思う心、食べる方の作
り手を思う心の双方によって成り立つ料理です。こういっ
た文化的背景をもった精進料理を、世界の人々にも知っ
て貰うことを使命だと感じています。

• 日本のベジタリアン等対応料理としての精進料理を海外
でも更に広めていきたいと考えています。公的機関など
のサポートも受けつつ、率先して対外PRを推進していき
たいと思います。

• 海外でのイベントなどで精進料理を提供した際、現地の
ベジタリアン等から「とても美味しい」と評価されることが
多々あります。ベジタリアン等受入対応を実施する場合
は、視野を広くし、フレンチや中華など他国の料理の技
術を取り入れて展開するのも良いと思います。

• （実家である精進料理「醍醐」での経験も含め）長年の外
国人ベジタリアン等対応の経験の蓄積があり、受入対
応での困難は今は殆どありません。対応開始当初は手
探りの部分が多いかもしれませんが、徐々に慣れてくる
ため、根気よく継続することが重要です。



「ヨコハマ グランド インターコンチネンタルホテル」は横浜市のみなとみらい地区に位置する宿泊
施設です。施設内の4つのレストランと、ルームサービスやMICE関連の宴会でベジタリアン等対
応メニューを提供しています。

【Step2】 「ヨコハマ グランド インターコンチネンタル ホテル」の取組事例：
基本情報

• 「カリュウ」、「アジュール」、「ラ ヴェラ」にてそれぞれオリ
エンタル・ヴィーガン及びオリエンタル・ベジタリアンメ
ニューをランチ、ディナー共に提供

• 「オーシャンテラス」ではアラカルトでオリエンタル・ヴィー
ガンメニューを提供

出所：飲食事業者等へのヒアリング（2020年2月）、各種公開情報
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企業、店舗概要 ベジタリアン等対応メニュー（抜粋）

基本情報

施設名・
店名

•ヨコハマ グランド インターコンチネン
タル ホテル
̶ 対応レストランは中国料理「カリュ
ウ」、フランス料理 「アジュール」、
イタリア料理「ラ ヴェラ」、ブッフェ・
ダイニング「オーシャンテラス」

̶ その他、ルームサービスや宴会な
どでも提供

オープン年 • 1991年
所在地 •横浜市西区みなとみらい

提供商品の
ジャンル

•中華、フレンチ、イタリアン、ビュッ
フェ

外国人
ベジタリアン
等関連情報

対応開始年
•オンメニューでのディナーの提供は

2018年7月から、翌年にランチ対応

来店状況

•レストランは日本人女性中心だが、
MICE関連の宴会では50-60%がベ
ジタリアン等含む食事制限有り
‒ 宴会でのベジタリアン等対応は、
欧米系（特にイギリス人）が多い
印象

利用シーン
•宴会は、隣接するパシフィコ横浜で
のMICE関連での食事のリクエストが
中心

左上から時計回りに「カリュウ」、「アジュール」、
「オーシャンテラス」、「ラ ヴェラ」での提供料理の例



1) https://magcul.net/103904?lang=en

出所：飲食事業者等へのヒアリング（2020年2月）、各種公開情報
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対応メニュー及び表示方法

対応の度合い 表示方法

情報発信 (PR)

オンライン オンライン以外

• 公式HPにて英語で
ベジタリアン等対応
を明記

– 各レストランのメ
ニューも閲覧可能

• その他、口コミサイト
のHappyCowに店舗
情報の掲載有り

• ローカルカルメディア
（MAGCUL）での英
語の特集記事も有り
1)

• 横浜市作成の
Yokohama 

Vegetarian 

Restaurants 

Guidebook, 3rd

Editionにレストラン
4店舗の掲載有り
（下図参照）

• 横浜市経由でインド
のメディアの取材も
受諾

• MICE関連の宴会、ルーム
サービス、及びレストランで専
用メニューを提供

̶ 宴会でのベジタリアン等対
応は、6-7年前より本格化

̶ レストランでは2018年にディ
ナーで対応メニューを提供
開始

̶ 翌2019年にはランチでも対
応メニューの提供を開始

• キッチンの分離は困難だが、
調理器具の分離はリクエストに
応じて対応も検討

認証
マーク

• 認証マークに関しては、活用無
し

イメージ

• プレスリリースにては、イメージ
も用いた参考資料を日本語と英
語で発表（写真左）

記述・
口頭

•メニューにオリエンタル・ヴィー
ガン及びオリエンタル・ベジタリ
アンメニューであることを明記
（写真右）

•スタッフが口頭でもメニューの詳
細を説明可能

Step 3
（コンタミ）

Step 2
（新規
メニュー）

Step 1
（既存メニ
ュー活用）

Step 0

（初期的
理解）

ベジタリアン等への専用メニューをそれぞれ用意し、調理器具の分離もリクエストに応じて可能で
す。店舗情報はオンラインで積極的に発信している他、市作成のガイドにも掲載しています。

【Step2】 「ヨコハマ グランド インターコンチネンタル ホテル」の取組事例：
対応の概要

対応済み 非対応対応済み 一部対応 非対応



出所：飲食事業者等へのヒアリング（2020年2月）
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アシスタントPR

マネージャー
総料理長

（西洋料理担当）

ベジタリアン等への対応はグローバルスタンダードとの認識のもと、ベジタリアン等対応のメ
ニューの提供に積極的に取り組んでいます。

【Step2】 「ヨコハマ グランド インターコンチネンタル ホテル」の取組事例：
魅力、課題

•海外に幅広くチェーン展開している我がホテルでは、ベジ
タリアン等への対応メニューを提供するのはグローバル
スタンダードだと認識しており、今後も取り組みを強化し
ていく予定です。

•私個人としても、限られた食材を駆使してお客様に満足
いただける料理を考案するためのノウハウや引き出しが
増えたと感じます。

•ベジタリアン等への対応メニューを考案・調理することに
より、ベジタリアン等でない方（例：ハラルやアレルギー等
）にも応用可能な食材や調理法を学びました。

– 例：味噌など大豆由来の食品の活用方法

•ベジタリアン等への対応はSDGsへの取り組みにも繋が
り、環境や社会への貢献にも繋がります。

•アジア圏からのインバウンド需要が増加傾向にあり、ま
たどのようなタイプの方にも応用が効くよう、オリエンタル
対応のメニューを提供しています。

• 「五葷を一切使用していない調理器具」を確保していな
いので、五葷に敏感なオリエンタル・ベジタリアン等の方
には、「調理器具に関しては過去に五葷を使用した可能
性があるものを使用している」旨をお伝えし、了承いただ
ける場合のみ、提供する方針です。

• 動物由来のものを使用しない食材の情報は、本来展示
会などに行かないとなかなか手に入りませんが、ベジタ
リアン等への対応メニューを提供し始めると、メーカーか
らの売り込みが増え、自然と情報が収集できる環境にな
りました。

ベジタリアン等への対応に取り組むことの
魅力・意義

これからベジタリアン等への対応に取り組む
飲食事業者等へのアドバイス



【Step3】 「T’sたんたん」の取組事例：基本情報

• メニューは全てヴィーガン対応

‒ エキュート京葉ストリート店の場合、3種類のたんたん
麺（金ごま、黒ごま、白ごま）及び2種類のベジらーめ
ん（とんこつ風、醤油）をメインに展開

‒ サイドではソイミートの甘酢唐揚げ、ソイミートの焼き
餃子、ミニ牛丼、ミニ麻婆豆腐丼、小松菜のおひたし
などを提供

‒ デザートには醗酵お米のアイスを提供

出所：飲食事業者等へのヒアリング（2020年2月）
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企業、店舗概要 ベジタリアン等対応メニュー（抜粋）

基本情報

店名 •T’sたんたん（T’sレストラン）

オープン年
• 2011年
（エキュート京葉ストリート店）

展開地域、
店舗数

•東京都に2店舗
（丸の内、上野）

•千葉県に2店舗（成田空港）

提供商品の
ジャンル

•ヴィーガン担々麺、ラーメンなど

外国人
ベジタリアン等
関連情報

対応開始年 • 2011年

来店状況

•約70%が外国人
‒ 欧米系とアジア系で約半々の印
象

‒ 台湾及び東南アジアの人が最
近増えている

‒ 上野店は近隣に勤めるインド系
のエンジニアが多くリピートして
いる

利用シーン
•接待などは少なく、個人や少人数
での来店が多い

メニューは全て英語表記の下
に日本語を併記

ランチメニューの一例
（金ごまたんたん麺及び
ソイミートの焼き餃子）

「T’sたんたん」は2011年に東京駅に出店して以来、東京都内のJR駅構内及び成田空港で4店舗
展開しています。ヴィーガン専門店であり、外国人率は約70%に及び、欧米系とアジア系で約半
数ずつの来店状況です。



1) HappyCowのレビュー数は2020年2月8日時点
出所：飲食事業者等へのヒアリング（2020年2月） 、各種公開情報
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【Step3】 「T’sたんたん」の取組事例：対応の概要

対応メニュー及び表示方法

対応の度合い 表示方法

情報発信 (PR)

オンライン オンライン以外

• HappyCowや
TripAdvisor等の口コ
ミサイトへの情報提
供はしていないが、
掲載は認識

– HappyCowでは
京葉ストリート店
が501レビューと
国内最多

– 上野店も172レ
ビュー1)

• 国内外のWebメディ
アの取材

• 一部メニューにQR

コードを表示

– お店の公式HPや
メニューのアレル
ゲン表示などが閲
覧可能

• 店頭にて、ヴィーガン
レストランであること
を電子看板で表示

• 国内外の雑誌などの
取材

• JR東日本グループ
主催の海外PRイベ
ント（シンガポール）
に出店

• ヴィーガン専門店のため、キッ
チンでのコンタミネーションの
懸念は無し

• 材料の製造ラインでのコンタミ
ネーションも、メーカーに全て
確認済み
（コンタミネーションがないと確
証が得られるもののみ使用）

• オリエンタル・ヴィーガンのため
の五葷抜き対応も可能なもの
は明記（下写真）

認証
マーク

• ベジプロジェクトジャパンの
Vegan認証を2017年に取得
‒ メニューの表紙などに表示

イメージ

• メニューの表紙や壁の看板など
に、ピクトグラムで動物性食材の
不使用を表現

記述・
口頭 •メニューやピクトグラムの下など、

複数個所に記述で動物性食材
の不使用を明記

Step 3
（コンタミ）

Step 2
（新規
メニュー）

Step 1
（既存メニ
ュー活用）

Step 0

（初期的
理解）

専門店のためコンタミネーションの懸念はなく、原材料のコンタミに関してもメーカーに確認済みで
す。ベジタリアン等に向けて様々な表示を用いており、店頭ではヴィーガン専門店であることを、
電子看板を用いて大々的にPRしています。

対応済み 非対応対応済み 一部対応 非対応



【Step3】 「T’sたんたん」の取組事例：魅力、課題

出所：飲食事業者等へのヒアリング（2020年2月）
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株式会社日本レストランエンタプライズ

日本の代表的な食事であるラーメンをヴィーガン対応で提供することで、外国人のお客様に喜ん
で貰えるのが魅力です。日本食のベジタリアン等対応に関して、海外でのPR強化に期待します。

総務部
広報室長

外食事業本部
TSC営業部主席

同左次長営業開発部
部長

ベジタリアン等への対応に取り組むことの
魅力・意義

これからベジタリアン等への対応に取り組む
飲食事業者等へのアドバイス

• 代表的な日本食と言えばラーメン、お寿司などが挙がる
のはベジタリアン等でも同じです。それだけ需要の多い
ものをヴィーガン対応で提供し、喜んで貰うことが醍醐
味です。

• 当店では「ベジらーめん・とんこつ風」もご用意していま
す。動物性のイメージが強いラーメンを、全て野菜や大
豆などで作るという作り手の面白さもあります。

• T’sたんたんの担々麺、ラーメンのように、日本の代表的
な食事をシンプルに美味しく提供することが大事なので
はないか、と考えています。

• ヴィーガン専門店であれば、台湾人に多いオリエンタル
・ヴィーガンのために五葷抜きのメニューもオンメニュー
（通常メニュー）で提供するのが良いと思います。既に一
定数の需要があり、今後も伸びると予想されます。

• ピクトグラムを活用（下写真）することで、日本語が読め
ない外国人ベジタリアン等にも使用していない材料が一
目瞭然となるため、お勧めです。



【Step3】 「Ain SOPH.」の取組事例：基本情報

• 銀座本店では、以下の3メニューがメイン：

– 福禄寿BENTO (Fukurokuju Bento)

– 天上のヴィーガンパンケーキ

(Heavenly Vegan Pancakes with Salad)

– キノコのハヤシライス (Mushroom Hayashi-Rice) 

with Small Salad)

• 店舗によってコンセプトが異なり、例えば歌舞伎町店で

はバーガーなどのファストフードの提供が中心

出所：飲食事業者等へのヒアリング（2020年2月）
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企業、店舗概要 ベジタリアン等対応メニュー（抜粋）

基本情報

店名
•Ain SOPH.（アインソフ）
（株式会社真）

オープン年 • 2009年

展開地域、
店舗数

•東京に4店舗（銀座、新宿、歌舞伎
町、池袋）、京都に1店舗

提供商品の
ジャンル

•ヴィーガン料理
（スイーツ含む）

外国人
ベジタリアン等
関連情報

対応開始年
• 2016年頃から特に外国人を意識
するように

来店状況

•全体で約半数が外国人、欧米系が
特に多いが、インド系やオリエンタ
ル・ヴィーガンの台湾人が増加傾
向
– 銀座本店で約50%

– 歌舞伎町店は約90%

– 京都店は約70-80%

利用シーン

•銀座本店は観光の他に接待利用
も多い

•歌舞伎町及び京都店は観光客が
メイン

銀座本店の
メニュー

左：福禄寿BENTO

右：ハヤシライス

「Ain SOPH.」は東京及び京都で計5店舗展開するヴィーガン専門店です。全店舗で見ると約半
数が外国人ですが、歌舞伎町店や京都店では70-90%の外国人来店率を誇ります。



出所：飲食事業者等へのヒアリング（2020年2月） 、各種公開情報
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【Step3】 「Ain SOPH.」の取組事例：対応の概要

対応メニュー及び表示方法

対応の度合い 表示方法

情報発信 (PR)

オンライン オンライン以外

• 口コミサイトの
HappyCowに掲載

– 担当者とは、事業
を開始した頃から
の付き合い

• TripAdvisorなどにも
掲載

• SNSでのPRを実施

– Instagramは
5,000以上のフォ
ロワー
（下：投稿例）

• 通りがかりの人でも
分かるよう、店頭に
「ヴィーガンプリン」な
ど記載の看板を設置

• メディアからの取材
は多く、可能な限り対
応

• ホテルコンシェルジュ
からの問い合わせ、
送客も多数

• 全てヴィーガン対応の料理な
ため、コンタミネーションの懸念
はない

• 店舗によってコンセプトは異な
るが、全店舗、全メニューが
ヴィーガン対応

• 食材変更のリクエストにも可能
な限り対応

認証
マーク

• 認証マークは不使用
‒ メニュー毎の申請が必要
‒ 季節に合わせて食材を変更
などした際なども、再申請が
必要

‒ 高いコスト

イメージ • -

記述・
口頭

•ヴィーガン専門店であることをメ
ニューなどに明記

Step 3
（コンタミ）

Step 2
（新規
メニュー）

Step 1
（既存メニ
ュー活用）

Step 0

（初期的
理解）

ヴィーガン専門店のためコンタミネーションの懸念はなく、食材の変更リクエストにも可能な限り対
応しています。また、メニューに記述形式でヴィーガン対応を明記しています。PRはオンラインで
もオンライン以外でも積極的に実施しています。

対応済み 非対応対応済み 一部対応 非対応



【Step3】 「Ain SOPH.」の取組事例：魅力、課題

1) 2019年から2020年にかけ、ベジタリアン等対応の業務用のパスタソース及び野菜カレーを発売開始
出所：飲食事業者等へのヒアリング（2020年2月）
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ヴィーガン専門店を運営する魅力は、限られた食材の中で美味しい料理を提供することです。対
応店や専門店が少ないからこそ、お客様が喜ぶ姿を見られるのが魅力です。一方で、原材料の
コストの高さには注意が必要です。

株式会社真
代表取締役

ベジタリアン等への対応に取り組むことの
魅力・意義

これからベジタリアン等への対応に取り組む
飲食事業者等へのアドバイス

• 現在、東京でもヴィーガン対応の料理を提供している飲
食店は少ないです。外食できる場所が少なくて困ってい
るヴィーガンの方々が、喜ぶ姿を見られるのが醍醐味で
す。

• ヴィーガン対応により使用できる食材や調味料が限定さ
れる中で、組み合わせ方などを工夫してメニューを開発
する面白さもあります。

• ヴィーガンも他のお客様と同様に美味しく、満足ができ
るものを求めています。サラダのみ提供するのでなく、メ
インとなるものを提供することが、ヴィーガンのお客様の
満足度向上につながります。

• 例えばカゴメ株式会社のように、ベジタリアン等対応の
食材の製造、販売に積極的な食品メーカーも存在します
1)。まずはそのような加工食品を活用してメニューを考案
するのが良いのではないでしょうか。

• また、ヴィーガンの方は野菜もオーガニックを好む傾向
が強く、原材料にコストがかかるため注意が必要です。
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海外旅行での行動特性：旅行先選定の基準
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約4割の回答者が、海外旅行先を選定する際にベジタリアン等レストランの存在の有無が重要と
考えています。

設問：海外旅行先を選定する際、重要となる要素は何か、教えてください（複数選択、N=228）

出所：外国人ベジタリアン等に対するウェブアンケート調査

コスト

旅行先としての魅力

綺麗な設備の存在（清掃の行き届いたお手洗いなど）

ベジタリアン等レストランの存在

大人数で訪問できる施設の存在（ショッピングモールなど）

安全性

47 (21%)

観光アクティビティの種類

旅行者用の情報量

自分の言語がどの程度通じるか

家族向けの宿泊施設の存在

18 (8%)

自分の宗教に対する理解

その他

152 (67%)

139 (61%)

135 (59%)

125 (55%)

90 (39%)

64 (28%)

63 (28%)

37 (16%)

11 (5%)

6 (3%)



海外旅行での行動特性：情報収集
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37 (16%)

自国の家族や知人との会話

旅行会社のHP

65 (29%)口コミサイト（TripAdvisor、HappyCowなど）

5 (2%)

17 (7%)

39 (17%)

旅行会社のチラシ

旅行先にいる家族や知人との会話

11 (5%)

Googleマップや他の地図サイト

航空会社のHP

SNS（FB、Instagram、Twitterなど）

その他のオンライン情報

ホテルのHP

動画共有サイト(YouTubeなど)

旅行先の観光関連省庁のHP

ガイドブック

16 (7%)

個人のブログ

30 (13%)

37 (16%)

旅行先の観光関連団体のHP

TV番組

旅行雑誌

0 (0%)

新聞

その他雑誌

80 (35%)

海外旅行展などでの情報

48 (21%)

23 (10%)

36 (16%)

37 (16%)

31 (14%)

23 (10%)

10 (4%)

7 (3%)

3 (1%)

ベジタリアン等が旅行先で食事に関する情報を得る際は、家族・知人との会話や、口コミサイト、
Google Mapsなどの地図アプリを利用する傾向がみられます。

設問：海外旅行の際、現地のベジタリアン等の食事に関する情報をどのように得るか、教えてください
（複数選択、N=228）

出所：外国人ベジタリアン等に対するウェブアンケート調査



日本での経験：情報収集

Googleマップや他の地図サイト 21 (30%)

自国の家族や知人との会話

2 (3%)

3 (4%)

その他のオンライン情報

動画共有サイト(YouTubeなど)

9 (13%)

日本にいる家族や知人との会話

SNS（FB、Instagram、Twitterなど）

ガイドブック

10 (14%)

口コミサイト（TripAdvisor、HappyCowなど）

4 (6%)

個人のブログ

15 (21%)

その他雑誌

ホテルのHP

日本の観光関連省庁のHP

旅行会社のHP

旅行雑誌

4 (6%)

日本の観光関連団体のHP

航空会社のHP

TV番組

新聞

海外旅行展などでの情報

26 (37%)

14 (20%)

14 (20%)

11 (15%)

6 (8%)

0 (0%)

6 (8%)

5 (7%)

3 (4%)

2 (3%)

1 (1%)

1 (1%)

旅行会社のチラシ

訪日するベジタリアン等が食事に関する情報を得る際は、家族や知人との会話や地図アプリ、動
画共有サイトやSNSを主な手段としています。

設問：訪日の際、日本の食事に関する情報をどのように得たか、教えてください (複数選択、N=71)

出所：外国人ベジタリアン等に対するウェブアンケート調査
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日本での経験：不平不満の理由

外国語でのコミュニケーションが
可能な飲食店等の数

食材変更リクエストに
柔軟な飲食店等の数

5 (33%)

ベジタリアン等
専門店の数

その他

ベジタリアン等
対応店の数

公式HPでのPRが
十分な飲食店等の数

口コミサイトなどでの
PRが十分な飲食店等の数

10 (67%)

8 (53%)

4 (27%)

4 (27%)

4 (27%)

1 (7%)

日本での不満の内容としては、特に「食材変更のリクエストに柔軟な飲食店等の数」が多く挙げら
れ、「専門店・対応店の数」がそれに続いています。

設問：どのような点に不満を思ったか、教えてください
（「日本のベジタリアン等対応への満足度」に対する設問で「不満」、「大変不満」と回答した回答者、
複数選択、N=15）

出所：外国人ベジタリアン等に対するウェブアンケート調査
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日本での経験：食べたい食事を諦めた回数

7111 (15%) 28 (39%)

一度もない

32 (45%)
希望する

食事を諦めた頻度

何度かある何度もある

39 (55%)

「日本で食べたいものがあったものの、ベジタリアン等オプションがなかったために諦めたことがあ
る」と回答した人が半数以上を占めています。

設問：食べたい料理があったものの、ベジタリアン等オプションがないことで諦めた回数が

どの程度あったか、教えてください

出所：外国人ベジタリアン等に対するウェブアンケート調査
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日本での経験：ベジタリアン等対応食の価格帯

日本のベジタリアン等への対応食の価格に対しては、約7割の回答者が、ベジタリアン等対応で
はない食事の費用と比較して「とても高い」、または「やや高い」と回答しています。

設問：外食の際、日本のベジタリアン等対応食は非対応食に比べて高いと思ったか、教えてください

出所：外国人ベジタリアン等に対するウェブアンケート調査
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22 (31%)14 (20%)

とても高い

35 (49%)
非ベジタリアン等
食費との比較

高くないやや高い

71

49 (69%)



日本での経験：受入環境改善への期待コメント

•ベジタリアン等専門店、対応店の数を増やして欲しい

•全ての飲食店で1つ以上のベジタリアン等対応メニュー
を提供することを義務付けるのはどうか

•例えばお寿司などの日本食で、ベジタリアン等対応メニ
ューが増えると嬉しい

•コミュニケーションが難しい場合もあるので、ベジタリア
ン等対応メニューを明示的に表示して欲しい

対応度合い・表示

•ベジタリアン等対応食を、肉食の代替案としてPRする
のはどうか

•オンラインでの情報提供を強化し、来店前の情報収集
を容易にして欲しい

•ベジタリアン等に関する情報を収集し、提供できるプラ
ットフォームがあると良い

•SNSでのPRにもっと力を入れて欲しい

PR

•ベジタリアン等対応メニューの価格が、非ベジタリアン
等の食事と比べて高く感じる

•低価格な対応メニューを提供するフレンドリーな雰囲気
の飲食店が増加すると嬉しい

•啓蒙活動の一環として、ベジタリアン等の食事を提供す
るボランティア活動を支援するのはどうか

その他

自由回答では、専門店・対応店の数を増やして欲しい、オンラインでの情報量を増やして欲しい、
などといったコメントが多く挙げられました。

設問：日本のベジタリアン等の受入環境改善の方向性に関する期待を教えてください（自由回答）

出所：外国人ベジタリアン等に対するウェブアンケート調査
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本「ガイド」に関するお問い合わせは、以下までお願いいたします：

• 観光庁参事官（外客受入担当）

–住所：
〒100-8918

東京都千代田区霞が関2-1-2

–電話：03-5253-8972

– FAX：03-5253-8123
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お問い合わせ先


